
延享２年 万多羅寺村明細帳(抄)(1745年)

え ん き ょ う

(史料出所：尼崎市『尼崎市史』第５巻pp.761-770)

(原文は縦書きでふりがなもない。ふりがなは倉橋。)

( … 前略 … )

一 籾種１反ニ付 坊主物６升５合当テ
もみたね ぼうずもの

毛物８升当テ 苗代へ颪し申 候
け も の なわしろ おろ もうしそうろう

一 田方苗代作 早稲・中稲・晩稲共八十八夜前日ニ池より揚ケ、八十八夜翌日
わ せ な か て お く て あ げ

苗代へ下し植付、夏至へ入２日目植付仕申候、 旬 前ニ植候てハ
しゅん

稲虫付、旬過 候てハ出来おとり実のり悪敷御座候、秋苅込之
すぎそうろう あしきござそうろう かりこみ

儀早稲方より段々熟 次 第苅込候
わ せ じゅくししだい

わセ わセ わセ わセ 中テ

一 稲名 坊主北国 毛北国 善助 順礼坊 関東

中テ おくて おくて おくて おくて

ほつたい いつミ ごされ餅 おわり餅 七合

右稲名所々ニて替り申候、旱損所故木綿作も仕候
かんそん

一 畑方 木綿 大豆 小豆 □ 粟

たはこ 雑事

右木綿植付成り不申土地へ雑穀蒔付仕候
な り も う さ ず ざっこくまきつけ

一 畑方植付旬
大麦秋土用入候へハ木綿ノ中ニ合蒔仕翌４月 熟候ヲ見立苅候
小麦同断
菜種同断
大豆秋過ニ植付、４月ニ引込申候
秋豆夏至前ニ蒔付、秋引込申候
小豆同断
□ 同断
粟 同断
たはこ同断
木綿八十八夜前後蒔付、秋彼岸ニハ吹出申候

一 畑方種物１反ニ付
木綿実１貫６００目
大麦 １斗３升
小麦 ７升
大豆 １斗
小豆 １斗５升
粟 ３升
□ ４升 ( … 後略 … )

寛延２年 下坂部村明細帳(抄)(1749年)

か ん え ん し も さ か べ

(史料出所：尼崎市『尼崎市史』第５巻pp.772-775)

(原文は縦書きでふりがなもない。ふりがなは倉橋。)

一 ５２１石６斗５升５合 村惣高
そう

( … 略 … )

一 男ハ耕作之間ニは縄ヲなひ 筵 を打申候
なわ むしろ

一 女ハ耕作ノ間ニは木綿布を織申候

( … 略 … )

一 男奉公人給銀１５０匁位より２００匁迄ニ御座候
ほうこうにん

一 女奉公人給銀５０匁位より８０匁迄ニ御座候

一 田畑肥之義ハ１反ニ付干鰯代銀４０匁位より５０匁迄仕候

一 綿作之義ハ１反ニ付６０匁位より８０匁位迄肥仕候

一 田方籾種之義ハ１反ニ付５升宛ニまき申候
もみ

一 村方百姓一統尼ケ崎御城下え人力ニて下屎日々取ニさんじ申候、但シ道法１
いっとう ごじょうか しもごえ みちのり

里 余 御座候
り あまり

( … 後略 … )

◎ 参考資料

尼崎城下の下屎くみ取りをしていた尼崎市内の村(享保のころ)

神崎 西川 今福 杭瀬 梶ガ島 中長洲 西長洲 東長洲

大物 東難波 西難波 竹谷新田 別所 塚口 東富松

西富松 尾浜 上之島 栗山 大西 三反田 時友 武庫庄

今北 浜田 東大島 西大島 東新田 西新田 道意新田

当時の下屎くみ取りの価格(「屎の問屋」が支払った代金)

城下東町の７軒分の１年間の下屎代＝米３石

(尼崎市『尼崎市史』第２巻p.572より)

伊丹の町の下屎のくみ取りをしていた尼崎市内の村(幕末期)

田能 穴太 法界寺 猪名寺 中食満 下食満 清水 瓦宮

万多羅寺 若王寺 (尼崎市『尼崎市史』第２巻p.573より)


